
口頭発表「農業高校の挑戦」 
－学校飼育動物を広げるために－ 

３年:石谷紗也,伊藤由莉奈，吉村淳輝 ２年:竹位早絢,齊藤あみ 

指導教員：藤田和久 

 

１ はじめに 

私たち大阪府立農芸高等学校ふれあい

動物部は，学校で飼育しているモルモッ

トやウサギを使って介護・教育施設や地

域のイベントで動物介在ふれあい活動を

行っています．しかし，私たちのふれあ

い動物園の陰で，常に見ることができる

学校飼育動物が忘れ去られている事実で

す．昨年より取り組んでいる新しい活動

の成果を東京での学校飼育動物研究会で

発表し，多くの方々と交流する機会をい

ただきました． 

 都市に存在する農業高校として３つの

活動 

① 新しい AAE 活動（獣医の先生と共同で） 

② 人間性形成と動物の存在活動効果を

検証 

③ 学校飼育動物の魅力のＰＲ 

以上３点を中心に３年生３名，２年生

２名で東京に発表に行きました． 

 

２ 学校飼育動物研究会で知り合った会

亀先生，大下先生との共同ふれあい活

動 

（実績 堺市小学校４小学校 狭山市小

学校１小学校・・・計５校） 

(1) 児童の感想＞ 

・ウサギの心臓の音がドキドキと早い音

だった 

・ウサギの歯についてもっと知りたいな 

(2) 医師との共同ふれあい動物活動成果 

・ウサギの心音体験と生命を大切にする

心が獣医師と高校生の説明により命の

温もりが体感できました． 

  

３ 学校飼育動物のレンタル 

（実績 狭山南第三小学校 ウサギ２匹

を，１週間貸し出し） 

(1) 児童の感想 

・ウサギと一緒に過ごせたのはよかった 

・かわいかったからもっと一緒にいたか

った 
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(2) 先生の感想 

・支援学級の児童たちにも動物の温かさ

を伝えることができた 

・動物とはじめて触れあう子も多く，接

し方がわからない子には周りの子のサ

ポートでふれあい体験が全員できた 

(3) 飼育動物レンタル成果 

・小学校の児童に動物を世話することの

大切さが伝わった 

・小学校教員に，動物がもたらす教育的

効果を再認識してもらった 

 

４ まとめ 

学校飼育動物が減少する原因には，学

校なりの理由も存在するので，学校飼育

動物を実際に行っている小学校にも話を

伺いました．問題点は大きく分けて，仕

事による多忙と未経験な事への不安です．

しかし，児童たちのためには動物が学校

にいて触れあう事の重要性を認識し，学

校飼育動物を行いたい強い意志も確認で

きました．グラフの資料（大阪府の学校

飼育動物変遷）からも，学校飼育動物の

重要性を理解しながら，学校飼育動物は

減少傾向です． 

 

５ 考察 

AAE を更に普及するには，教育活動での

動物の飼育環境の改善を行いながら，小

学校の先生や教員志望の大学生に学校飼

育動物の大切さを伝える体験も必要だと

考えています．子どもたちに動物をお世

話することで，弱いものを労わる心を育

みながら毎日のお世話からの責任感と人

を思いやる心が育って欲しいです．  

 

６ 発表体験を終了しての生徒の感想 

今回，学校飼育動物研究会での口頭発

表やポスター発表を通してこれまで私た

ちが行ってきた活動をたくさんの方々に

知ってもらい今後の活動に向けてのアド

バイスをいただくことができました．ま

た，他の方々の発表を聞かせてもらい私

たちが行ってきた活動以外の様々な活動

を知ることができ，とても勉強になりま

した．普段は高校生や学校の先生の前で

行う発表なので，多くの大人の方々の前

での発表は新鮮でいい経験になりました． 

 

（大阪府立農芸高等学校ふれあい動物部） 

学校飼育動物数の変遷（H24～H28）

１．飼育動物　飼育学校園数
幼稚園 H24 H25 H26 H27 H28 小学校 H24 H25 H26 H27 H28 中学校 H24 H25 H26 H27 H28

0 飼育園数 172 179 163 141 122 0 飼育校数 354 351 324 298 274 0 飼育校数 3 8 6 7 4
1 うさぎ 143 146 140 123 103 1 うさぎ 281 265 251 247 216 1 うさぎ 0 0 0 0 0
2 にわとり 9 8 8 4 3 2 にわとり 56 43 37 31 22 2 にわとり 0 0 0 0 0
3 インコ 25 32 40 25 20 3 インコ 21 17 15 12 9 3 インコ 0 2 1 1 1
4 アヒル 6 6 5 3 1 4 アヒル 8 5 3 4 2 4 アヒル 0 0 0 0 0
5 鴨・合鴨 10 8 8 7 7 5 鴨・合鴨 15 14 13 14 9 5 鴨・合鴨 0 0 0 0 0
6 孔雀 0 0 0 0 0 6 孔雀 6 8 8 7 7 6 孔雀 0 0 0 0 0
7 はと 1 1 1 0 1 7 はと 3 6 4 7 4 7 はと 0 0 0 0 0
8 烏骨鶏 6 6 5 3 2 8 烏骨鶏 15 16 11 13 7 8 烏骨鶏 0 0 0 0 0
9 チャボ 8 8 6 3 3 9 チャボ 15 13 9 6 4 9 チャボ 0 0 0 0 0
10 十姉妹 4 6 7 3 1 10 十姉妹 3 3 1 1 1 10 十姉妹 0 0 0 0 0
11 ウズラ 0 1 1 0 0 11 ウズラ 0 1 1 1 0 11 ウズラ 0 0 0 0 0
12 ガチョウ 0 0 0 0 0 12 ガチョウ 0 1 1 1 0 12 ガチョウ 0 0 0 0 0
13 モルモット 2 2 1 1 1 13 モルモット 0 1 0 0 0 13 モルモット 0 0 0 0 0
14 ハムスター 1 1 3 2 0 14 ハムスター 1 0 0 0 0 14 ハムスター 0 1 1 0 0
15 文鳥 0 0 0 1 2 15 文鳥 0 0 0 0 0 15 文鳥 0 0 0 0 0
16 七面鳥 0 0 0 0 0 16 七面鳥 0 0 0 0 0 16 七面鳥 0 0 0 0 0
17 金鶏 0 0 0 0 0 17 金鶏 0 0 0 0 0 17 金鶏 0 0 0 0 0
18 ヒツジ 0 0 0 0 0 18 ヒツジ 0 0 0 0 0 18 ヒツジ 0 0 0 0 0
19 犬 0 0 0 0 0 19 犬 0 1 1 0 0 19 犬 0 0 0 0 0
20 砂ねずみ 0 0 0 0 0 20 砂ねずみ 0 0 0 0 0 20 砂ねずみ 0 0 0 0 0
21 キジ 0 0 0 0 0 21 キジ 1 0 0 0 0 21 キジ 0 0 0 0 0
22 ほろほろ鳥 0 0 0 0 0 22 ほろほろ鳥 0 0 0 0 0 22 ほろほろ鳥 0 0 0 0 0
23 キンカチョウ 1 3 1 1 1 23 キンカチョウ 1 0 0 0 0 23 キンカチョウ 0 0 0 0 0
24 その他 0 1 0 0 0 24 その他 3 7 3 3 2 24 その他 0 2 0 1 0
25 爬虫類全般 22 8 12 10 7 25 爬虫類全般 12 10 11 69 0 25 爬虫類全般 3 3 4 5 3
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